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Ei∃ Li

水讃,｢転化択栗.1ルj-〟,エーナJt･たどQ)K

又と敢菜又は聖完との況台uBLb･7Eq火7Eや7Siu&.i

瓦たされた呂律片又.i白金.IE仇 JLc'こ軌 もとJIⅦ

的 二eL#'L庄力変化五二tdF者J*L拝い,そつ桝 として

胃石の鼓三■火災の災者かAZも事.1なる｡これらのHス

1ニ-q 圧の下で又汲正し+.qI台t九,三Cのますルf'-

fLJf.tちと急派な爆発反砿JL心すかは既.こ文献に取や

されてしろ.EElちta々 の肘 と水報と生気との配合宋悼

セ正気火A/E▲こよってLT< 圧の下で点火する.1ヱtJEに

qェTル+'-は Lew18T)の伸 一二法rlは約 2 Iワ

/lユールセ涙していろ.♯沌火巧を頚jます7Dとざニト

F･セルE･-ズの花言方】としてナ̂ -ヨ-ル互-._i-Tルセ

jBtこ任用するため一こ破-鞍作の下で.エア ノン3-ルガス

上空tt,エーTル yAと靴 77rコー/一王-チ/･ガス

こ空式のiq含ガス件を逸 り,l群だ出言こ=宝.こ52て.エ上
記cIBi合有捧b:安等つ王事,･ギー*Z与えるとaiめては

鷲蜘 *Lたしか ､堺及.=Tzろ 太実王fOEl虻.三者ET

JP̂ン虹 下に放て丁 ･̂つ-〟.I-タr一等く空句乃配

合ul及びこTLらのyス●こ不汚性ガス (王としてgE讃

ガス)を盗人し,温東とin台V久の満会を空化し全EE

絹格.切のqI罷工ネJL･ギーセすえその粗成のは天田jT/I

淡めRR輔火顎の茨皇IL作点栽f=紬 決定せんとしたもの

であろ

2 実 額 要 す

21T lAt l tLi'+～

22 兼 Jl貸 作

JE空ポンプを運たし圧力J的 軌 で増発武の内毘セ

75んL★垂L_Lg力計JLRみながら下岩松正tIE51･-

ル′-の中の∈王L?ガAJLピソ 十コク2セ炭､･てそ1･.

それ泣入しモ枝.こその血tED野 手三.hJJy庄入し,re宅

庄カセ外tiB:と一三させTJ.次-こ交流 茨のスI ナ

セ入れ71用をスパ'-クさtTは光fe内のZEJLI,Lとの取lTガ

スが･は光す?JかしないかJL鞭放した｡

｣

46

ー下記チーター.こ記載した可払可は瓜 .H l,hET7).-Jgl

以上は発したものである.純庁時のデー7-汁_u亡維

作でVスセ良人-1足圧となし鞘び六?_dyプセ放

し.圧力計の苛7̂てEjlのbELZ;上した.

23 1秋の兄斬エネルギー

電束℡fのき茸をZt示す7_申 こ点火3:訂 1土.

I:Jut-EJ什S,p]･J･
rtTt淡 ,I-爪火時rLq,J 仕事当紀

'r一札火･Bの発火温BE.r-T!校の比T̂R

･一比恥 Sl輔面臥 F"比抵抗

上記の様なまでTtlT火 のzLTJt･Jr-セ井JiFしてい7n 米

和 に肌 ､た点火の禾t,L-ギ-を拝みに上式で升事し

てみると,t伐のrAI廷C.3'mm.亡-Cや2C.Tl)川■C,7-

08927.'I-2COIC(3L-ナJL発火温度)として,その

王事/-+I- 三大件 351T71Jで棚 のP的Jz泣成する

こ.エ充分なるI l,rギーである.

官印の好斬i事JL･+I-セ敗を●こ官えLここgLの嫉正常

ハン′-付,:側 rLt書のバク1+で鰯 阜事A･+I

_JJ,3u/ i.･ti't詣 芸 チ

JL寸■ ゝ▲111lLL rLiI-I)A.I

屯 1tチAI5Z与 川 ヱ IMLj児

J.+ t tL
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-の-'?･}年は大きいが米糠 の 目的に､三影甘Lこな

い｡

24 使 用 薬 品

ア/i-コーJL-.i-ナル共 JIS親指解放晶を姥用し

た｡敢粟は旭化成延岡雫品評の製品七位川した｡

5 実 額 冶 果

31 アルコール,韮訂正食ガスの浅発閉界 FTg･1

FLg lのダブ7に示す鰍 こアJL,=-ルのは発四部

F]g 1 7ルコール,要式

況合ガスq)は刃取押壬m --恵一づ--=ttlELLL害⊇

F]E.2 エーテル,望見浪合カ人のi?弄限界 点:三上限月で空気

に喝する7/-コ一,{ガス73が相,.673Fl後,T似界で前校で

キク''このrNTにある混合jy7'上々 朽ち陛

苑した｡悼邦者 こ就いて'土屋性的なものであるがアルヨー/L･

Kス/L'Zか下限に近い印偵兼帯が荷い｡預り忘温産の散田を考rRL契鹸したが 40oC-･eO

oC三五の温度の影串は殆んと見らTLなかった.3

2 エーテル.空気渡合ガスの捷東隣界 Flg 2f)g 2のダ

ウ71こ云す輔に zz･-ナJ./接ji限界点'i上F_q邦で禁句に対

す るエーナ7L･KスクSが娼/..'百億 .1=限き㌣〔2,%

m校であった｡悼罪TT及び河搾 HJEZL庶変化契顔.t耽いては

ア/-7-ノL-N3<と同様特別な変化は四めなか

った｡上記実数結果 (プルヨー′レ.ニーナ/JHスの上

下悌発駅界)を文献(比較すをと大隙一望したtTiがみられる｡文献に依る偵発限界なす己戟すると次の如

くたる｡ I A (i' B

(･'可 燃 故 下限界 上n界 下n界 上限外
Vo1% Vo】ク.

' VoLJdf V

o】Fi1:' 6

932 11

6】,1 67/-3

190-A)化学 EELl (p-god)B)EecyZoped】aorChcmLCaZTcchTIO】g

y(VoZume5p-や32)

33アルコール,エ

ーテル空気混合ガスの姐界隈界 Flg.3F'g 3の

Yラフ.こ示す裁.こ王-ケルを l,'.'前校艶合した7L′ン

コ-IL,,空先の爆発限界鰍 まチr-=-〟.塗気の=成

分の提苑上田界 (FIE( 1ブル=-ル18,形闘技) t')

も約 1-2%芯く2070'm技であろ｡I--チル5/4規余した掛合は牢,-3約 2%低くなるがニーナル

セ増加すらに従って上限界が蕗勅している｡然し爆発下阪粁 ･J ルコー'L,と塾

式,壬-デルとZE完の椅合と大空至がなかった｡

削孤 疋変化契鮫で五一デルの況合等が大きいと爆発

上限卯が氾匿鳶で粁猷こ出ているが契験桓1数を皿ぬると有恐琵2言窮められないかも知れない｡

下限卯は砧空蓋に依る有意差淀認められなかった｡34 7'ルコール,

蛮兼虫気混合ガスのEB桑叩界Flg 4不矧g=



148 = B 大 木 tB金 JS 妨 18苔 叫 2芹

可

JtkJかY.I_.EFlg37ルコ-IL,エー
ケル.つ文花企ガXの畑発破界

′】 tLLFJg 4 7̂ ,コール.王T.

,gl事,屯倉ガスの姐先攻界5-･b,空気の毘合q又の蛾発現界鼓夏を厄わる事が

Eil来るか亡うかとFう事/Lロ的で本究魚を/粍 した.Ⅷ 界は不朽性の苛

兼u六な泣入しても変化はuめられなかった.APも下

限卯肌 +_4- 5,';前臣でTJt･つ-｣ _ _

rJと実未配台qfのJa合とS;らない｡上… .i

守fVス注入の榊 を受け証兼q150--5けi泣入した時下広見接

と舌要 したい鈷局不汚性の吋 ガ.Aを泣入してTル71JL･V

井かJtJA蛭を亡くするに..=TJL･コー -̂gスのit里◆こも放るが･下罷峨 くのTル】

-Jt･KSIの蝶発の丘竣rL抵く.こは少たくとb故事qスSCF.'7-zl丸

ヒi主人する必事が.ある.35 エーテル.jZ

!Eガス.空at混合ガスの斗蕪隈界 Fl灯.5不荒性のま栽uスセ巨人しても下吸取 二は影書7-_,

辛えない こ{乙エアル3)-ルのgh合とFEe技であ

った,上田棚 もT ･̂コールの簸 合こ同atであった.上関 もT

Jン= -,Jの鴇色と京政の朋 をtZり,許実qスを51-5

:f∫‡左入LJ_韓下la相 と-鼓す7J.職 yス*Z監大して王

-ナJt･三色完屯倉9-_の色紙 を失くする.二はエーナ/vK7

iAZE-こも放るがま-ナ ･̂Kスil庶▲二田操'_-く常 二は苑の

息Wi=1_,除くために.エ故事g六を,5=-51ST''以上注入する錘

がある.Figb.Fl宜7.ミ前吉己F】g 与,

FLg Bをyさ替え.Flg 6はアJt･ヨーJL･烏菜-

証票の三成分,Flg 7は1-ナル鼓ダミー監禁‡の三蛇牙七

匹17;したものである.エーナJL･,1 ･̂コーJt･も Flg 6,Flg 7から7,かる襟に



仙

LⅦl/IFlJr6 7,･=-〟,世だ.窒繋 ,荘 /.J･〝スのは考現界

蒜.｢訂了lFlg 7 エーナJ-一成 讃実業ミ廷/JガスのII発柊界

蔓大中の18実現界 不‡書篭

牡丹のガスfil文分 子 式 7,01芽

-;.1芽 訂 .㌻ 盲 甘CJ14
50 15OClHo I.86

e-ilCヽHl三 '10

71句CBHzl 一三

も 693CJI6 2【対

日 IOC3116 237 9･5cc･JT6

322 1210CtH● 2.75 26占OCO l:≡.50



, JJJ PLJJ

Flg8 >-ナr.I,7ルコーIL

･,2朱'旬7t.浅缶ガス
のtJql顎井1-ナ′-を9立

さした′ウ7)ti 政事は Elher含オJLむ宗'T

36 エーテル,アルコール,iE暮漉せガスの姓乗

FIJtFIE.8.Fig9zL-チャ.丁ルつ-

Jt･,空誌の混合dT.こどれ▲三Zcl耶 y六七注入したら不は発



甜 近で上限~下田う･･.竜 した｡SZE兼uスIL注入してやる

と注入実業gスのLtZzzと美に上限罪の巾は絶少し圧力

:78mTTl.Hg田近で下限 界と一一丑した.妃の時下限界

線はま粟津uスO搾 +_yうけなかった｡

三方SJ.王～raFJg･ll
】三Iher寸も 混合 gaS圧力変化に依るh先

払界IE丑芦.ま.Ne含有タiセボナ

混合ガスのEEカ空r=に依るtI宅軌托蛙 畝r-はEカ (mm

Hg)なF;チ 51 illも這=】てけ■dtr升r9u一■

ゴ
dPJミF】g 13 LeChnle】1erの余からBr井し

たEther̂ Lcol】○】拡ff指.lSのは1

%限界と奨kfkF】g H はエーナJ'･uスOBE力変化

'.=抜7L'倭発Fa邦で轍 で注入する監禁ガスを含有しない丁

･̂コーJtJqスiこ圧力7COmlIlltgを下ると上限

界が･急汝に降下し,ニー ナ JIガ,,12.273前世で

下限罪と-4 しその吟の圧力p三 25CTtlrtl

Hgであった｡鞘 uス泣入稚加と夫 こ上田｣界の巾.娘 少

し.巨人蓬莱VスカーiCfi肘近でT 臣 男とJiL

した｡下田男は汲E及び宅讃gス臥 こ焦 り真書き九七かつt=.巨人

草葉gスiS芹で.三圧力･I∝hm Hg附迫で上田

界.下限邦が一･要した｡38 LeChAlElitrDの式からか暮したェーテル,

アルコール来合ガスの斗果Fa界

Flg･13LeChatcllerllの式iミL-

1〔¢(PJIVe十J'･V: )L-in合qスのは兜上下

限界 %171.JJ!,)'11可作UスE3等五百分球 (空

束と不汚性ガスな除く,J'l+L'･_十P]+ F;1cc%)

11,-＼亡,-ll-各ガスE?空句中に放ける蝉5g規児

上,下限井上式を用いてTル7-/i･とエーケル

のiu合uスの煉允限界を/計罪すると Flg 13こな

る.即ちエーケル,l'''が射 すると配合〝スO煙莞上吸取 工

上 F)下限熟 -王CZ･か.こ下る.丁ルコー/L･の各会iこ

その反対となり計算任と兄駿するとTn界.+_-慧するが上院界.ミ flg

13LD如く余り一五し1=いか宍全産から考えると Lecha

-teIIErの式で計許して充分である｡

4 捧 持LewISII等7)稚



l ~

チ/i-,アルコールを満都として蛙用する*-1これらの汀一

刑〝スから起るrdl鹸性y･･欠 くするこrL'_読経内 の1rス汲

成せ鳩発現部 外に作持するか又に不活性uスの排入 二

上り熊村 まを少J=くとも9■;以T こして二次汚陰化

∴よる柑 定広を邦祈する事が必着である.

TJ1-コール,三一ケル等の況合ガスの錘ytFa札 エDi

'J)か大きく緒 す/uJので狩凋 Eill収できよ液圧の可能な強

l托内で拙作 した方が好い｡一位.二可鰐Nスにiエ可措す

る圧力姫閲があr)肘 等J)兜軌で!エアル コーJL･の1･TR
卯Jfが =75JTlm Hg.i-ケルlT駁罪且;か 25cmlTlHJi

であった,LF限界成以下で煉発反応が起らないのtエ痢
_-.次活tl化即ち伝播圧瓜がむl)相も反応浅度が.余 rJに

V.Fl書いためと患7)れろ.これには土日一'チャ丑折尺同

Fi俵JJ･Jt者i･あ,-J｡現在 138-1占〇mm;Hgのm -

で32宏 Lているので建策災#セ起す様な耕 土たい｡

カdtナJP畢以外の他のrb'荊凶収工崇に方きてはTルコ

ーJL,,I-ナノレJrスが機めて杜放た可銀成分1人悼7-Zた

㌻のでここでlこ常 こ不箔伽 'スの馨梁を損甲浬か 柵

.=鉄人する鎌にしている｡桝 の実輸指炎で.土TJt･

コ一 ･一空気,五一ナルー一里託.ア′レつ-/,一エーナ

J>-空文に鞭 u又を8.人してその不捷吠怨とナ･-J■こ

El牡ぷ Kス7rz少なくとも50-5叩3以上7]=大したいとい

けない7rfFt判明したfJ',Rl憤州租 こして今 日111の石

田な乃つ惣taに毎分 rtl13のgtStlvスを/監入し竣時期

に監禁の土が (JmlとたつJ_上した務含富強J)付加遊

皮.三

J机･LI-r-re 但Lrは蛍光の頭皮

cE-()l'であるから

･[･)･II=r(I-(Jl')

l rを一定として切分すれ.王

rL--1'ln(ド (/I-)+l

L-0のとき.(/1-一08であるから

上-nrL(1-C8)-ILz102

空文中の琶禁,熊3:の成分比を eS Oコとす.

lL-T'(lnO211n(I-0/F'))

-2303T'(log0.21log(1-I?/1'))

Flg 6.FIG 7.=I)兜輪でil･大 して不建駁卵7'_,なす親

梁 V3Lの5与%E>_可無 〝x一脈AL 篭業成分中_p認諾,.∫

でZu?せは91,h∠であるから91クエにたるまで粍入11へき

打(米のBtr上

州-2303T'(bgO21)og009)-07991-

と{=る.即ち袈正の一一g,な取扱 LJ_さま.滋紀LT)冒損

の約8胡以上の認諾をB-入した技▲こ操作を机輯すれ乙f

7'ルコー′レ,エ-ナJi･ガス組成の如何 '_かかわらil貯

発n界外とな,3.が LLclllS)互-J'挨拶攻●IL上市折

の大 きい投下m界庄力下 JJは策即ちに招正妃は 以 り易

くなる♯JL述べて211),若 しこzlが丁′レヨー′レ.1-

ナルとgf米ガスのJZ5台L,も適用さzLろたらは米fi.=挫

mしたは発矧 こ放伐して汗m fal牧損:三大 きいからgf33:

uスの頓を増力TLなけJLはJ=ら+=い.Let1191)又は不

結蛭〝ス添加で丑讃d入坑 り- yリ_･･,Pt辰Kスのb

h'･軌火三ネル+I-か大 きい林を速-ているが不拓也か

スセ大鹿岨用すろ場合にはaEiFfdスの力がF.qrlnのJ#で

伝遠である. H)ns]10】肌○∝l~)は較粥.水流セ500-

6ccIc の範鴎で兜放 して- リウ.･,丁′レ1ン及び託兼

啓の不活性永体hJ･反応を促進するヰJf】改正している.

上丘糠 (･lO'C-CO●C)の持具で.三塁ジ!ガス.王様果

皮の広抑制和であろZrr_/内題したで

ti族雑魚なれ当された小汚,平山,ET芯 の3智.こ談

志を表する｡

札 束和音の一瓢 上阻恥 2年度西布支部欧相研究汲

讃仝一こ放て発癌した.
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ト:叩 lnSlOrt]lTnltBOfIttcolM1-1tlralld:ucohol-Ether-A)r

ByMantaroU(･t'lkeandMasaflJmlHamaSakl

1tlSWellktlOIVl】that,m lllanulactur-

lngsmoke一esspolヽder.thenlL'edgasof

akDhoJ-allOraJcohoJ･clhcr-alrlSIl一daJ】gCT

ofcl･plosLOnOntheprocessofso】､-cotre･

covcry ThepurposeofthepresentexI

perlmentlSLodetcrmlElethecxpZoslOn

ImlLsofthemlL'edgases'lndcol1(HtIons

forsafetyoperat)011Sm mam】f.lCtlZrlng

smokelesspoIVder

Asreported lnthlSPaper,themzxed

edtll】dcrtltmOSpherlCtlndreducedprcs-

sLLZICSandthclre:くplosIOIl】zmltSforspark

LgmいOnlVeredcte川llZled Wcharecome

tothecol】ClllSIOZlthattoavoldsuche.Y-

plos10TlhilZBrds.theg,lSdeIISltlCSlnthe

aT)par<ltuSmLZStl治kept()utOfthee:叩lo-

slOnllmltSOrCJ】alnlCaCLLOnSShe-Oldbc
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1 号 え が き

横瀬の櫓iEを行う.こあたって,析指脈 の粘庶r71)

と益雄 (r)との鞘孫を決めておく帯が.必世~こある.

)91;q年 O lくKhalShbas,lellIは ト.)こ ナ】 トル--

ソ く1hTT)及び T.Trr-ナトリーJL.i組 物の Tl-1r隣休

がTamLrlarlnLD粘監式.こ上ケ ⊂讃わEL九･:帯を辻-

ている｡榊 .エビ7TJy慣 (PA). トリニ トvT二一ソ

-JL･(TEA)TLlひT_Tn の恨 体.こついて態度を判

定した｡棚 の El的⊥-'_之等の折軒につい :77-㍗EN環

式なた示す ること.=ある｡

H 実 額

(1) 郎 朝

Pl.T:ヾへ及び T＼つ は夫 々水天は丁ルコーJi･で

53

f一穀71樹 点した.Fu fの氾TS;鰍まP̂ 〔L22cc〕1･T<̂

亡うーる〕7'jU Tm ､【8a6)で3>ろ

(:) 斡 旋 潤 忘

利息王Ost､､aJd粘生計 つ屯柚℡ほ ぐ4mm 及び

亡5JTlnlED2紹i/使用した, 楓 且和は珊 Jt'ク71ソ

な済しこの申こ水菜用ユタFrZ用を鼓し水沼魁狂現Ze5

追 ここり温度芝杢 LJ=.その温度虫‡卸まd:HoCであ

ち,fFj世相な所定の温Br.二足絹して枯肝 J)大輔.二人

ヨtウ.･t七一kTTRの併発を駆 する｡この停船勝男を=

連珠を用いて粘度計の流一下誘L?呂盛ヱごLEL上･1,帽

かち枝放下時rinセ測定する｡

‡占まつJ色対妨芽W.王水を鞍産のはげ物見とL PoL･

seulHcの式から斗かれろ次式を用いて事出す7-.
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